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ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

202401003-5_mike.pdf 

PDF 

書き起こし.docx 

ドキュメント 

pdf の資料を用いた講演の書き起こしがワードファイルです。両方の情報から要約してくださ

い。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

以下は、PDF 資料と書き起こしを元にした要約です。 

主なテーマと内容: 

1. 生成 AI が教育に与える影響: Mike Sharples 氏は、生成 AI が教育に計画的ではな

く、突発的に導入され、主に学生やスタートアップ企業によって推進されていると強調

しています。適切に管理されない場合、教育に悪影響を与える可能性がある一方、教

育機関はこの変化に適応するのに苦慮しています。 

2. AI による学生の作業生成: Sharples 氏は、GPT の初期バージョンで学生のエッセイ

を生成した際の実験について言及しています。当初は情報の誤りや「幻覚」と呼ばれ

る問題がありましたが、2024 年には AI が正確な参照文献を含む、高品質なエッセイ

を生成できるようになりました。これにより、学問的な誠実性や信頼性に対する懸念

が生まれています。 

3. AI 検出の難しさ: 人間が AI 生成コンテンツを正確に検出することが困難であること

が、様々な研究で明らかにされています。特に、英国のレディング大学で行われた実

験では、AI が生成した大学の課題は、実際の学生のものより高い評価を受け、94%の

AI 提出物が人間の評価者によって検出されませんでした。また、AI 検出ツールも信

頼性が低く、非ネイティブの英語執筆者のテキストを誤って AI 生成と判断する傾向が

あることが指摘されています。 

4. 政策対応: 教育機関は、AI の利用に対して以下の 4 つの選択肢に直面しています。

禁止、回避（プロクター試験などの導入）、適応（新しい評価方法やポリシーの導入）、

または受け入れ（長期的な信頼構築）。Sharples 氏は、プロジェクトベースの学習な

ど、より実践的な評価方法へ移行することや、学生が AI の利用方法を適切に認識

し、活用するためのガイドラインを整備する必要性を強調しています。 
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5. 教育における AI の役割: AI は以下のように教育において多様な役割を果たすことが

できます。 

o パーソナルチューターAI: 学生の知識を段階的に評価し、適切なフィードバッ

クを提供するパーソナルチューターとして機能します。 

o ソクラテス的対話者: AI が学生に批判的思考を促し、議論を通じて思考を深

めさせ、論文を書くための基礎を築く手助けをします。 

o 共同設計者: 学生が設計プロセスを進める際に、問題の定義、仮説の検証、

アイデアのブレインストーミング、プロトタイプ作成をサポートします。 

6. 教育における生成 AI の役割: AI は以下の役割を担う可能性があります。 

o 可能性エンジン: 創造的な解決策を生成します。 

o コラボレーションコーチ: グループ学習を支援し、研究や問題解決をサポート

します。 

o レッスンプランナーやクイズジェネレーター: 教師が授業やテストを計画する

のを助けます。 

o ストーリーテラー: 多様な視点を探求するための物語を提供します。 

7. AI リテラシーの必要性: Sharples 氏は、教育における AI リテラシーの重要性を強調

しています。これには、AI の概念や倫理、社会への影響について理解し、適切に活

用するための知識が含まれます。 

結論: 

Sharples 氏は、教育が思いやりを持つ職業であると述べ、AI は教育をサポートできる一方

で、慎重かつ共感的に使用する必要があると主張しています。彼は、AI の可能性を探ると同

時に、その倫理的な側面に対するリテラシーの向上を呼びかけています。 

この要約は、PDF スライドと書き起こしの情報を組み合わせたものです。 

4o 

あなた: 

AI 検出の難しさ: を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

AI 検出の難しさに関して、Mike Sharples 氏の講演では、AI 生成コンテンツがいかに人間に

よって検出しにくいかについていくつかの具体的な事例と理由が説明されています。以下は

その詳細です。 

1. AI 生成コンテンツの検出における実験結果 
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Sharples 氏は、英国のレディング大学で行われた盲検試験について言及しています。この実

験では、AI（特に GPT-4）が生成した大学生の課題が、人間の評価者によってどのように評

価されるかを調査しました。結果として、AI が生成した課題は、実際の学生が書いたものより

も半グレード高い評価を受けました。さらに、94%の AI 生成課題が人間の評価者に検出され

なかったことが明らかになっています。この実験は、AI による作業が非常に自然で、熟練し

た教育者でもそれを区別するのが難しいことを示しています。 

2. AI 検出ツールの信頼性の問題 

AI 生成コンテンツを検出するためのツールは、多くの場合パターンマッチングに依存してい

ます。これらのツールは、以下のような前提に基づいてテキストを分類します。 

• 人間の文章は予測不可能である: 人間が書く文章は多様であり、特定のパターンに

収まりにくい。 

• AI の文章は予測可能である: AI は統計的なパターンに基づいて文章を生成するた

め、規則的で予測しやすい。 

しかし、Sharples 氏は、この方法が信頼性に欠けていることを指摘しています。特に、非ネイ

ティブの英語執筆者が書いた文章は、文体がより制約されていることが多く、そのために AI

生成テキストと誤って分類されることがよくあります。このように、検出ツールは、AI による作

成かどうかを正確に判別することができない場合が多いのです。 

3. 検出ツールの限界 

Sharples 氏は、検出ツールが AI 生成コンテンツを見分ける能力には限界があると述べてい

ます。具体的には、以下のような理由から、ツールの判断が必ずしも信頼できるものではあ

りません。 

• AI の文体がますます洗練されている: 最新の AI は、人間に非常に近い文体を生成

することができるため、単なるパターンマッチングでは検出が難しくなっている。 

• AI 検出ツールのアルゴリズムは静的である: AI は日々進化しており、従来の検出方

法に基づくツールでは、最新の AI 生成コンテンツに対応できない場合がある。 

• 誤判定のリスク: 特に非ネイティブの執筆者に対する誤判定は、教育機関にとって大

きな問題であり、公平性に欠けるとされています。 

4. 教育機関の対応策 

教育機関は、この AI 検出の難しさに直面しており、以下の 4 つの選択肢が考えられていま

す。 

• 禁止: AI の使用を全面的に禁止する。しかし、これに対しては自信のある学生が AI

を使い続け、AI 検出に関する判定に異議を申し立てる可能性があるとしています。 
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• 回避: 顔認証などの監視技術を用いた試験の実施。しかし、これはコストがかかり、

また限界があるとされています。 

• 適応: 新しい評価方法やポリシーを導入し、AI 使用に対応していく。 

• 受容: 長期的には、AI を取り入れつつ信頼を築く方向へ向かうべきだと提案されてい

ます。 

結論: 

AI 生成コンテンツを人間やツールで検出するのは非常に難しくなってきています。特に AI の

進化が進む中で、従来の検出方法に頼ることは信頼性に欠けるため、新しい方法や評価基

準の導入が必要不可欠です。また、AI の利用に関するルール作りや、学生が AI をどのよう

に使用しているかを明示するようなガイドラインも今後重要になるでしょう。 

この詳しい説明は、AI 検出における現在の問題点と、それに対する教育機関の対応策を

Sharples 氏が講演で強調した内容に基づいています。 

4o 

あなた: 

教育における生成 AI の役割:を詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

教育における生成 AI の役割について、Mike Sharples 氏の講演では、AI が教育においてど

のように役立つか、また教育方法にどのような新しい可能性を提供するかが具体的に示され

ています。以下はその詳細な解説です。 

1. パーソナルチューター 

生成 AI は、学生一人ひとりに対してパーソナルチューターとしての役割を果たすことができ

ます。Sharples 氏は、AI が学生の知識の状態をリアルタイムで評価し、対話を通じて段階的

に理解を深めさせる方法を提案しています。具体的には、AI は以下のようなプロセスで学生

を支援します： 

• 学生が質問をしたり、理解を示したりするたびに AI がフィードバックを提供。 

• 学生の回答に応じて教え方を調整し、適切な課題や追加説明を提供。 

• 学生が学んだ内容のサマリーを提供し、それを教師に報告できる形式でまとめる。 

このアプローチにより、AI は教師の代替ではなく、補完的な役割として、学生に個別指導を

提供するツールとなります。 
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2. ソクラテス的対話者 

AI が「ソクラテス的対話者」としての役割を果たし、学生に対して批判的思考や議論を促すこ

とも可能です。これは、AI が知識の単なる提供者ではなく、議論を通じて学生の理解を深め

させる手法です。以下の流れで使用されます： 

• 学生が特定のテーマについて AI と対話し、AI が学生に対して異なる視点や反論を

提示。 

• 学生はその意見に対して議論し、自分の立場を強化または再評価する。 

• この議論を通じて、学生は自分の思考を論理的に整理し、最終的にエッセイや論文

にまとめる。 

AI は単なる答えを提供するのではなく、学生が自らの意見を発展させ、論理的に構築するプ

ロセスを支援します。 

3. 共同設計者 

AI は、グループワークにおいて「共同設計者」としての役割も果たせます。Sharples 氏は、AI

が学生グループと協力して問題を定義し、仮説を立て、アイデアをブレインストーミングし、プ

ロトタイプを作成するプロセスにおいて有用であると説明しています。具体的には、以下のよ

うに機能します： 

• グループが課題を設定する際、AI が問題の定義や前提の再評価をサポート。 

• ブレインストーミングセッションにおいて、AI がアイデアを提示し、グループが新しい視

点から問題を考えることを促す。 

• プロトタイプの作成やプロジェクトの進行において、AI が効率的なプロセスを提案し、

進捗を助ける。 

これにより、学生は AI と共同して創造的なプロセスを進め、より深い問題解決能力を養うこ

とができます。 

4. 可能性エンジン 

Sharples 氏は、AI が「可能性エンジン」として機能できると提案しています。AI は、多様な方

法でアイデアを表現し、新しいアプローチを探るツールとして使用されます。これは特に創造

的なプロジェクトや研究において有効です。以下のように活用されます： 

• AI が複数の代替案やアイデアを生成し、それを元に学生が選択し議論を進める。 

• 創造的なプロセスにおいて、AI が従来の枠にとらわれない視点を提供し、学生の発

想を広げる。 
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これにより、学生は従来の制限を超えた新しい発想法や問題解決法を見出すことが可能と

なります。 

5. その他の役割 

AI は、教育においてさらに多くの役割を果たすことができるとされています。具体的な例とし

ては以下があります： 

• コラボレーションコーチ: グループワークやチームプロジェクトにおいて、AI が問題解

決やリサーチを支援。 

• レッスンプランナーとクイズジェネレーター: AI が教師の支援者として、授業計画やク

イズの作成を手助けする。 

• ストーリーテラー: 多様な視点や文化的背景を取り入れた物語を生成し、学生がその

中で多様性や共感を学ぶ。 

6. 人間性と AI のバランス 

Sharples 氏は、教育において AI が大きな役割を果たす可能性がある一方で、人間の「ケア」

と「共感」が不可欠であることも強調しています。AI を教育に取り入れる際、ただの効率化ツ

ールとしてではなく、学生との信頼関係や教育的な価値を重視しなければならないと述べて

います。AI が教育の一部になることで、学習者がより深い学びを得るための補完的な存在

になるべきだという考えです。 

結論: 

教育における生成 AI の役割は、多岐にわたり、単に情報を提供するツール以上の存在とな

り得ます。AI はパーソナルチューター、ソクラテス的対話者、共同設計者、可能性エンジンな

どとして、学生や教師を支援し、より深い学びを促進します。しかし、AI の導入に際しては、

教育者が人間的なケアと共感を維持しながら、AI リテラシーを育てる必要があることが強調

されています。 
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